
    

    

 

第１５８８回 例会 ２０２５年 (令和７年) ９月２２日 

（基本的教育と識字率向上月間/ロータリーの友月間）  

 

前回（９月８日）例会記録  

１．来客紹介  廣 勇貴  親睦委員 

  ゲスト： ０名  地区外： １名 地区内： ２名 合計 ３名 

   

２．会長の時間 藤井 宏明 会長 

皆さま、こんにちは。今日は「ロータリーのガバナー」について、少しお話ししたいと思います。 

まず、ロータリーは世界中にクラブがあり、それをいくつかの「地区」に分けてまとめてある事はご存知の通

りと思います。 

私たち大阪船場ロータリークラブも、その一つの地区＝２６６０地区に所属しています。そして、その地区の

リーダー的存在がガバナー です。 

 

「ガバナー」という言葉の由来は英語の Governor。直訳すると「統治する人」「まとめる人」ということになるようです。 

ガバナーは 国際ロータリー会長の方針を地区に伝え、クラブを励ましてくれる存在です。偉そうに命令する人ではなく、 

むしろ「架け橋リーダー」といった方がふさわしいのかもしれません。 

ガバナーには就任までの年数に応じた名称がありますのでご紹介します。 

 

• ガバナー・ノミニー ・デジグネート… 3 年後にガバナーになる予定の人。 

• ガバナー・ノミニ― … 2 年後にガバナーになると正式に決まった人。 

• ガバナー・エレクト … 翌年度に就任予定で、研修や準備を進めている人。 

 

本日のプログラム                          （本日のプログレス 林  拓 ＳＡＡ） 

〇 ロ‐タリ‐ソング 「おおロータリー」 

〇 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

〇 委員会卓話  会報広報委員会 中井  崇 委員長 

〇 イニシエーションスピーチ 五味 啓暁 会員 

・赤とんぼ 

・夕焼け小焼け 

・月の雫 



 

 

現在日本には 34 の地区 があり、私たちが所属する大阪北部が 2660 地区となります。日本だけでも 34 人のガバナーが毎年 

誕生し、それぞれの地区をまとめているわけです。世界規模の組織の中で、日本も大きな存在感を持っていると実感できます。 

ガバナーの主な役割としては、次のようなことがあげられます。 

 

• 年度のテーマや方針を地区全体に示すこと 

• クラブの活性化を支援し、新クラブを設立し、会員を増強する 

• ロータリー財団への寄付やそのほかの支援を奨励する 

• 好ましい公共イメージを促進し、地区のスポークスパーソンとなる 

• 青少年の参加者にとって安全な環境づくりを行う 

• 地区大会をはじめとする地区会合を実施する 

• 予算と年次報告書を作成し、地区財団活動資金（DDF）を管理する 

 

私たちにとって、 ガバナーとの接点は例年であれば公式訪問 が大きなイベントですが、今年度は７月にヒルトンホテルで開催 

された合同例会がそれにあたります。従来であれば、ガバナーにそれぞれのクラブの例会を体感していただき、後の協議会の 

場で、クラブの活動や現状を報告し、ガバナーからアドバイスやお考えを聞かせていただけるという特別な機会になります。 

ガバナーとは「ガバッと命令する人」ではなく、国際ロータリーと私たちをつなぎ、各クラブの活性化を目指すリーダーということに

なります。 

１０月１日には、クラブ内研修として岡本真太郎規定情報研修委員長と、地区ラーニング委員の中村会員のお力添えをいただき、

パストガバナーである宮里唯子様にご講演をいただきます。これまでご説明した通り、ガバナーという立場はご理解頂けたと 

思いますが、そのような方に１クラブの為にお時間を割いていただき、ガバナーとして１年ご活躍された経験をもとに、ロータリー 

クラブについて理解を深めて頂ける、またとない機会です。是非奮ってご参加いただきたいと思います。 

以上、本日は「ガバナーってどんな人？」というお話でした。 

  

 

３．バナー交換 

 

２５００地区 帯広南 RC より、松田英明様が MU にお越しになりバナー交換をされました。 

 

 

 



 

４．二コニコ報告  松村 和也 親睦委員 

森田 会員・・・・本日卓話させて頂きます。よろしくお願いします。 

塩尻 会員・・・・松田様ようこそいらっしゃいました！ 

新川、小島、廣、藤井、松村、小中、小山、竹内、北野、中村、林（英）、大嶋、平山、五味、洪、俣野、岡野、井澤、中井、 

片岡、岡本茂、大島、前川、山川、瀬島、原山、清水、髙木、盆子原、天野、岡本（真）、倉咲、林拓、 

各会員・・・・阪神タイガーズ セ・リーグ最速優勝！！ 

 

５．出席報告  原山  歩 副ＳＡＡ 

会員総数 ４５名  出席率計算会員数 ４４名  出席会員数 ３８名（内オンライン３名）  出席率 ８６％  

第１５８５回（８月１８日） 修正出席率 １００％ 

 

６．職業奉仕卓話   

◎ 「良い社会は、良い職場から」   林  英彦 会員 

 

【自己紹介】 

私は、社会保険労務士事務所と人事コンサルティング会社を経営しています。 

私を含めて5名体制でそれぞれ強みを持った良いメンバーが集まってくれており、こうして気兼ねなくロータ

リーの活動にも参加できています。 

5 名中3 名が社労士で、残り 2 名も受験生。近い将来、全員が社労士資格を持つ事務所を目指しています。 

 

【人事労務をトータルサポート】 

私たちは、社労士事務所と人事コンサルティング会社という 2 つの視点で、人事労務を総合的に支援しています。 

主な業務は 3 つです。 

 

1. 社労士事務所の業務 

 就業規則作成、労働保険手続き、給与計算など 

2. 人事コンサルタントの業務 

 採用支援、人事制度構築、社内研修の企画・運営など 

3. 社外人事部長の業務 

 月 1 回出勤する人事部長として経営をサポート 

 

近年は特に、人手不足で悩む企業からの「採用支援」の依頼が増えています。 

私たちの採用支援は、「会社の魅力を正しく伝える」ことが柱。創業の想い、これまでの歩み、経営者の趣味なども掘り下げ、その

会社ならではの魅力を引き出し文章化します。 

 

【社外人事部長という選択肢】 

制度や仕組みは導入しただけでは機能しません。 

そこで私たちは、現場に入り込み、推進役として動きます。さらに経営者と従業員の間をつなぐ調整役としても機能し、会社全体の

人事力を底上げします。 

 

【経営理念 ― 「いきいきと働く人を増やす」】 

私はファミリーレストラン勤務時代に、「働く人のモチベーションが業績を大きく左右する」こと、そして「意欲的な職場ではハラスメ

ントが起こりにくい」ことを実感しました。 

さらに、人は最も長い時間を過ごす職場での感情を家庭に持ち帰ります。 



 

職場が明るければ、家庭でも良い父や母となり、その家庭で育つ子どもたちは健やかに成長していきます。 

つまり、良い職場をつくることは、やがて良い社会をつくることにつながります。 

これからも私は「職業奉仕」の精神を大切にし、働く人と企業の未来を明るくするお手伝いを続けてまいります。 

 

◎ 「高齢者支援の現場」  森田  真 会員 

【行政書士のお仕事について】 

法人関係では許認可申請（建設業、運輸業、産業廃棄物処理業、飲食店、化粧品の製造・輸入販売業、 

古物商など）身近なところでは自動車の車庫証明などの申請を行います。私自身も行政書士として 

最初のお仕事は車庫証明でした。慣れてしまえばすぐ終わるお仕事ですが、その中にも色々勉強になる 

ことがありました。 

また最近では外国人関連申請（各種ビザ、帰化）のご依頼が多くあります。 

個人関係では遺言書の作成支援や相続手続きなどを行います。 

 

【森田の主なお仕事】 

法人関係：特殊法人（医療法人・NPO 法人）設立から運営、建設業許可、契約書関連、古物商許可、法人（株式会社・合同会社） 

設立時定款作成、外国人ビザ、障がい支援事業所指定申請から運営 

個人関係：遺言書作成、相続手続き関連、民事信託契約、成年後見制度利用についての相談、財産管理及び事務委任等 

誰かのお手伝いをするお仕事です。 

その中で本日ご紹介させて頂くお仕事は、高齢者や障がい者をサポートするお仕事をしている「ケアマネージャー（介護保険）、

相談員（障害福祉サービスにおけるケアマネージャーのような役割）、ケースワーカー（市役所職員、生活保護課など）、 

民生委員、ヘルパー」方々をサポートしているお仕事についてです。 

 

【ケアマネージャーが実務的に行いがちな本来業務以外の業務】 

・利用者様の緊急の入院時、身元引受人や連帯保証人にサインしている。 

・利用者様本人から銀行のキャッシュカードを預かって、本人に代わり  

 現金を引き出し本人に渡している。 

・認知症の利用者様の介護サービスを新たに利用するとき利用者様の 

 代わりに契約書を代筆している。これらは本人さんに身寄りがなかったり、家族・親族が遠方に住んでいたり、家族・親族と 

関係がよくなかったりする場合に行うことが多いそうです。 

ただし、これらの行為はもちろんリスクがあります。 

それでもこれらの本来するべき業務以外の業務を行うのは、ケアマネージャーさんの心情からすると『自分が断ったらこの人が入

院できなくなる…』『日々のお金に困ることになるかも…』と思われて、致し方なくされている…というのが実態かと思います。 

そこでケアマネージャーさんたちが本来業務以外の業務から発生するリスクや悩みを抱えることなく、本来業務に集中してサービ

スを提供することがあるべき姿になってもらうことを目的に私たちは一般社団法人を立ち上げました。 

提供しているサービスは「身元保証サービス」で具体的には、 

・入院、施設入所、賃貸住宅の契約時に、身元保証人としてサインをする。 

・嗜好品や趣味の買い物など介護保険でサポートできない買い物を家族に代わった購入したり、   同行したりする。 

・本人が亡くなったときに、生前からヒアリングしていた内容に沿って葬儀や納骨等などを家族に  代わって行う。 

ということをしています。 

 



 

 

身元保証サービスは関西ではまだあまり知られていませんが、関東では広がっているそうです。 

ただ、沢山の事業者が出てくると良からぬ業者も増えてきます。行政も身元保証サービスの法的根拠の確認（内閣府消費者委員

会）や身元保証サービスを提供する事業者に対するガイドラインやチェックリストを策定（消費者庁）するなど対応してきております。

それでも成年後見制度と異なり監督官庁がないので事業者をチェックする役割が定まっていません。私たちの法人では公認会計

士、弁護士の先生方にお願いし外部監査を行って自分たちの運営をチェックして頂いております。 

 

【成年後見制度との違いについて】 

私もこれまで何十人の成年後見人になってサポートしておりますので成年後見制度を否定するわけではありませんが、成年後見

制度の問題点として①判断能力が不十分でない人をサポートしにくい②成年後見人が選任されるまで準備期間も合わせると４～６

ヶ月ほどかかりスピーディーな対応ができない、など実務的に課題もあります。 

その隙間を埋める役割として身元保証サービスを提供し、成年後見制度利用へ繋げております 

 

 

 

同 窓 会 

平山 明彦 

「昭和33年高槻第2中学校3クラス合同同窓会」との案内ハガキを受け取りました。 

「最後の同窓会」と記載されていましたのでウイークデーの昼間でしたが出席してきました。 

 

1. 当時1学年8クラス、1 クラス50名で学年400名でした。3 クラス150名中、出席者は25名でした。我がクラスは、 

出席者が一番少なく5名でした。 

2. 私の隣に座った同じクラスの上品な女性が、最後には皆で校歌を歌いましょう、最後の同窓会だから「星影のワルツ」を歌い 

ましょうと言って、歌詞を出席人数分用意して来られていました。さらに伴奏のため、ハーモニカを持って来られていました。 

3. 私の前に座った同じクラスの男性は公務員でしたが、著名な男声合唱団に所属し、長年活躍されていました。私が最近は？と 

聞くと、枚方市に引越して地元の「メサイヤ合唱団」に所属していると話しました。メサイヤはハレルヤコーラスで有名というくらいしか 

知らなかったので、事務所に戻った時に広辞苑で調べました。「ヘンデル作曲のオラトリオ。1741年作。キリストの降誕、受難、 

復活の3部53章から成る。曲中のハレルヤコーラスが有名。救世主。」との記載がありました。長年音楽に携わり、造詣の深い 

全体の奉仕者であるべき公務員でもあった同級生の男性は、前記の女性と異なり、自分自身だけの校歌の記載した紙一枚だけ 

持参していました。 

4. 幹事が二次会を用意している。10名貸し切りと言って案内しました。幹事は参加者には女性7名、男性3名の参考申込が 

あったと話していました。同窓会でもカラオケでも女性の方が出席者も多く元気で上品です。近い将来の我が大阪船場ロータリー 

クラブを見ているようでした。 

5. 作家の嵐山光三郎氏が新聞のコラム欄に、同窓会に出席してきた。「ジジババばかりじゃないか」と意気揚々と帰宅。後日集合 

写真が送られてきたら、自身が一番ジジｲだったと記載されていました。写真です。さすがに嵐山光三郎氏、撮影者に対し、苦言は 

呈しませんでした。 

 

 

 

                             

                  



 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆次回９月２９日（月）例会予定     

                            ・卓話：俣野会員                                                                          


